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1840年代Petermannにより描かれた同属の  　　　　　　　
（ガンビールノキ；ガンビール阿仙薬）のボタニカルアートである。
釣藤鉤の基原植物であるカギカズラ等と形態は類似し、薬用部位
である鉤も同様に描かれている。
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チョウトウコウ（釣藤鉤、釣藤鈎）として薬局方にはアカネ科

に属するUncaria rhynchophylla  Miquel, U. sinensis 

Haviland, U. macrophylla  Wallichが収載される1）。U. 

sinensisは華鉤藤と呼ばれるもので、雲南、四川、広西、湖

北、湖南各省に自生している。また、U. macrophyllaはダ

イヨウコウトウ大葉鉤藤で雲南、広西、広東各省に自生する。

カギカズラU. rhynchophyllaは本州の千葉県以南、四国、

九州の比較的暖かく水分の多い日陰地に自生する蔓性の落

葉樹で蔓は数10mにおよぶものもある（図1）。なお、カギカ

ズラは中国にも広く自生しており、浙江、福建、広東、広西、

四川、貴州省が産地である。上部の細い枝には枝が変形し

た鉤状の棘をつける。鉤は各葉腋につくが、1本（単鉤）、1対

（双鉤）、1本と順序良くついている。したがって、釣藤鉤に

は単性と対生の鉤が混じっている。この鉤について興味深

いボタニカルアートが見つかった。小野蘭山・島田満房著

の「画報薬理学」（8巻、1763年、京都）に掲載されているカ

ギカズラ（吊藤、鉤藤）の絵を見ると鉤が全て対生となって

おり（図2）、これは李時珍の本草綱目の鉤藤図から引用した

ものか、または観察間違いの何れかと考えている。そこで

釣藤鉤について御影ら2）による歴史的な考察がなされ、使用

部位の変遷と薬効について明らかにされているので紹介す

る。使用部位は日本薬局方では上記3種の「通例とげ」となっ

ているが、中国薬典では日本薬局方の記載にU. hirstaとU. 

sessilifructusが加わり「鉤を帯びた茎枝」となっており日中

で種や使用部位が異なっている。検討によれば使用部位は

明代前半までは樹皮で、以後は鉤を持った茎枝へと変わっ

てきているとしている。また、単鉤よりも双鉤（図3）の方が

優れているとも言われているので樹皮と鉤部分、単鉤と双

鉤のアルカロイド含量を分析した。その結果、樹皮部分が

鉤部分に比べてアルカロイド含量が高いことが明らかと

なった。一方、単鉤と双鉤を比較した結果、両者に差はな

いことが判明した。日本では長くカギカズラの鉤部分を用

いてきたが、鉤に限らず広く樹皮を用いることが可能で、

明代前半までの使用部位が適切であるとの見解を示している。

釣藤鉤は神農本草経には下薬として収載され、中薬大辞

典3）には、「清熱し肝を平かにし、驚を定める」とあり、鎮痙、

図2　小野蘭山、島田満房著 画報薬理学 8巻、1763年、
　　  京都に収載のカギカズラ

（バイエルン州立博物館展パンフレットから転載）

長く伸びた新しい蔓に長い
花茎を持つ集散花序を付け
開花する。蔓には曲がった棘
（釣藤鉤）が単性、対生を繰り
返してついている。ちなみに
属名のUncariaは曲がった
棘を意味する。

図1　カギカズラの開花
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鎮痛を目的にめまい等の精神異常、小児の癲癇等の異常興

奮の改善や高血圧、抗痙攣作用を目的にしている。また、

中国薬学大典4）にも降圧解痙薬として分類し収載されてい

る。カギカズラの特徴的な成分としてはインドールアルカ

ロイドで、ヒルステイン、ヒルスチン、リンコフィリン、

イソリンコフィリン、コリナンテイン、ジヒドロコリナン

テイン、ガイソシジンメチルエーテル等である。これら一

部の構造式を図4に示す。これらアルカロイドが主有効成分

と考えられており、精神安定作用5）、睡眠鎮静作用3）、血圧

降下作用6）、鎮痙作用7）、セロトニン調節作用8）、脳細胞保

護作用9）等が明らかとなっており、上記の中国薬学大典の記

述を裏打ちしている。

釣藤鉤は釣藤散や抑肝散、抑肝散加陳皮半夏、七物降下

湯等に配合される。これらの内、釣藤散と抑肝散が認知症

に有効とのガイドラインが出されている10）。日本における

認知症患者数は460万人（2012年）で高齢化に伴って年々増

加の途を辿っており、大きな社会問題となっていることは

周知のことである。認知症に対して漢方薬の適用が試みら

れており、脳血管性認知症に対して釣藤散と黄連解毒湯、

アルツハイマー型認知症に加味温胆湯、当帰芍薬散、混合

型認知症に八味地黄丸の有用性が知られている11）。本稿で

は認知症のガイドラインにも収載されている釣藤鉤が配合

される釣藤散と抑肝散についての研究を紹介する。

釣藤散には釣藤、菊花、陳皮、人参、麦門冬、石膏、防風、

茯苓、半夏、甘草、生姜が配合され、慢性頭痛、高血圧、

めまい、のぼせ等を適応としている。松本ら12）、はまず脳

血管性認知症病態モデルマウスを作成した。本モデルマウ

スに対して空間認知行動と非空間的認知行動による評価系

を構築した。モデルマウスには明らかな空間認知行動障害

が認められ、この障害は釣藤散（750mg/kg/日）の反復投与

により明らかな改善が認められた。一方、コントロールの

柴胡桂枝湯において何ら変化は認められなかった。釣藤散

の投与を中止することにより認知症が再発したことから可

逆的であり、釣藤散の脳血管性認知症患者に対する治療効

果を実験薬理学的に立証している。なお、釣藤散から釣藤

鉤を除いた処方についても同様な実験が行われ、改善効果

が認められなかったことから釣藤鉤が重要な役割を担って

いることが明らかにされた。非空間的認知行動についても

釣藤散による改善が認められ、脳血管性認知症に有効なこ

とが実証された。また、本モデルマウスを用いて釣藤散が

アセチルコリン分解酵素阻害作用を示し、認知症の治療効

果を実験的に証明している。

次に今村13）は抑肝散が認知症による攻撃性、暴力、妄想、

幻覚等に関わる周辺症状に有効であること、また、その有

効成分の作用機序を明らかにしているので紹介する。

アルツハイマー病モデルマウスは学習障害、過活動等が

認められるが、抑肝散で有意に改善した。一方で、隔離マ

ウスで見られる攻撃性や非社会性に対して抑肝散と釣藤散

のいずれも改善作用を示した。次にセロトニンレセプター

に対して、釣藤鉤のアルカロイド7種について結合実験を行

い、ガイソシジンメチルエーテルがアゴニストであること

が突き止められた。次にガイソシジンメチルエーテルが血

液脳関門（BBB）を透過するか否かを調べたところ、抑肝散

をラットに経口投与すると1時間以内に脳にガイソシジンメ

チルエーテルが認められたことから、本化合物が認知症に

対する抑肝散の有効成分の主たるものと結論し、抑肝散が

認知症でみられる攻撃性、暴力、妄想、幻覚等の周辺症状に有

効であることを示した。

図3　生薬釣藤鉤 図4　釣藤鉤の主アルカロイド

単鉤、双鉤が混在しているのがわかる
（生薬写真集、アルプス薬品工業株式会社より転載）
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